
【凡例】 …市街地 …拠点
…幹線

【凡例】 …市街地 …拠点
…幹線 …支線 …乗換拠点
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（利便性の向上）

（幹と枝）

（利便性の向上）

（結節点の補強）

（利便性の向上）

（ウォーカブル）

（公共施設の適正配置）

（居住の誘導）

まちづくりと地域公共交通施策の連携



まちづくり課題の
処方箋の例

公共交通課題の
処方箋の例

居住の誘導

公共施設の適正配置

ウォーカブル

利便性の向上

結節点の補強

幹と枝他 他
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

富山市 居住の誘導

まちなかにおいて、定住人口の増加を図るための助成 公共交通沿線居住推進地区へ居住を推進を図るための助成

まちなか居住推進事業 公共交通沿線居住推進事業

H18.4

路面電車沿線の転入転出の動態及び居住推進施策の活用実績

H21.12 H27.3 R2.3

（富山市資料より）
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活用実績累計

969戸
活用実績累計

4,855戸

活用実績累計

3,178戸
活用実績累計

651戸

H17.7

～H24.3

H19.10

まちなか居住

沿線居住

～H24.3

～R5.3

～R5.3

※いずれも事業者向け補助あり。

対象者 新築・購入される方 リフォームされる方
賃貸住宅へ転居される方

（区域外からの転入に限る）
二地域居住のための住宅を

新築・購入される方

補助額
住宅ローンの
借入額の３％

対象工事費の10％ ［家賃］－［勤務先の住宅手当］ ２５万円

補助限度額 ５０万円 ３０万円
１万円/月（３年間）

※大学生等は卒業まで申請可能
－

対象者 新築・購入される方 リフォームされる方
賃貸住宅へ転居される
ひとり親家庭等の方

（区域外からの転入に限る）

補助額
住宅ローンの
借入額の３％

対象工事費の10％ ［家賃］－［勤務先の住宅手当］

補助限度額 ３０万円 ３０万円 １万円/月（３年間）

南北接続

※富山ライトレールの略

環状線開業 新幹線開業
路面電車の
高架下乗入れ

TLR※開業

富山ライトレール

環状化実施箇所

南北接続箇所

補助対象地区箇所図（一部拡大）

富山駅



○公共公益施設を郊外から中心市街地へ戻している。

寝屋川市 公共施設の適正配置
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●官民で市街化調整区域等に位置する「小学校」や「病院」を都市機能誘導区域内へ集約移転



○公共公益施設の多くが中心市街地に立地しており、活性化に繋がっている。

静岡市

（中心市街地再生のためのまちづくりのあり方について
アドバイザリー会議報告書の概要より）

JR静岡駅

市役所

病院

県庁合庁

地裁

福祉センター

博物館

〒

公共施設の適正配置
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マンション累積供給戸数の推移



静岡市 ウォーカブル
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宮崎市 ウォーカブル

③

①

若草通

②

広島通 あみーろーど

高千穂通り

歩道活用（社会実験）

①

②あみーろーど

②NTT

①時間貸しによる昼・夜で異なる活用

グリーンスローモビリティ速度抑制
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宮崎駅



まちづくり課題の
処方箋の例

公共交通課題の
処方箋の例

居住の誘導

公共施設の適正配置

ウォーカブル

利便性の向上

結節点の補強

幹と枝他 他
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JR本竜野駅

JR姫路駅

山陽姫路駅

太子町太子町

姫路市姫路市

たつの市たつの市

福崎町福崎町
JR福崎駅

広域都市機能集積地区(姫路駅周辺)
高度で多様な都市機能の強化を図るとともに、国際競争力の強化や県
を代表する顔としてふさわしい風格のある都市空間の形成を図る地区

広域都市機能集積地区(姫路駅周辺)
高度で多様な都市機能の強化を図るとともに、国際競争力の強化や県
を代表する顔としてふさわしい風格のある都市空間の形成を図る地区

地域都市機能集積地区(姫路市、たつの市、太子町、福崎町)
広域都市機機能集積地区と連携した、広域行政機関、高度医療施設、
大規模商業施設等の高度な都市機能の維持・充実を図る地区

地域都市機能集積地区(姫路市、たつの市、太子町、福崎町)
広域都市機機能集積地区と連携した、広域行政機関、高度医療施設、
大規模商業施設等の高度な都市機能の維持・充実を図る地区

姫路市、たつの市、太子町、福崎町（中播磨圏域） 広域連携

■ 立地適正化の方針
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役割分担

（中播磨圏域の立地適正化の方針より）



福山市 段階的な縮小を予め想定

○当面は2025年を目標年次とする居住誘導区域を設定するが、将来の人口減少を見据えて、2050年の
居住誘導区域想定エリアも設定。

2050年を見据えた
居住誘導区域想定エリア

（福山市立地適正化計画より）

2025年を目標年次とする
現行の居住誘導区域
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